
新規事業採択時評価結果（平成１６年度 箇所）新規事業化

担 当 課：都市計画課

担当課長名：新谷則尋

事業名 内環状線（石江） 事業 街路 事業 青森県
うちかんじょうせん（いしえ）

区分 （一般県道） 主体

起終点 自：青森県青森市石江 延長
あおもりけんあおもりしいしえ

至：青森県青森市石江 ０．９km
あおもりけんあおもりしいしえ

事業概要

内環状線は国道７号(外環状)から放射環状(国道１０３号、一般県道)と交わり、国道７号バイパス(放

射)に至る延長約１２Kｍの主要幹線道路であるほか、新幹線駅予定地へのアクセス道路でもあり重要な路

線である。本工区はＪＲ奥羽本線との立体交差を含む延長０．９Kｍの４車線道路である。

事業の目的、必要性

市内の慢性的な交通混雑の緩和、南北両地域の連絡強化、主要交通拠点(新幹線駅)へのアクセス向上が

図られ、都市交通のネットワークの円滑化になり、広域交通に対応した道路網が形成され、地域活動の発

展に大きく寄与するものである。

全体事業費 １１０億円 計画交通量 １７，２００台／日

費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

分析結果 ６．９ ８３億円 ５７６億円 平成１５年

億円 走行時間短縮便益： ５６５億円事 業 費： ８２

億円 走行費用減少便益： １１億円維持管理費： １

交通事故減少便益： ０億円

事業の効果等

・円滑なモビリテーの確保（新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる）

・物流効率化の支援（重要港湾青森港へのアクセス向上が見込まれる）

・都市の再生（広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路の形成ができる）

・個性ある地域の形成（鉄道で一体的な発展が阻害されている地域を解消されるとともに主要な観光地

である三内丸山遺跡へのアクセス向上が期待される）

関係する地方公共団体等の意見

内環状線は地域交流の促進、交通混雑の緩和さらに重要施設へのアクセス向上に重要な役割を果たす

ことが期待され 、早期完成に向け関連事業と一体となった整備を進めている。、

事業概要図


